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 研究員　古井戸　樹八”放”美人 Vol. 7：Briareum cf. cylindrum

　ウスカワヤギ属 Briareum は、 アクアリウムで

も人気のあるソフトコーラルの一つで、 『スター

ポリプ』 という名前で流通しているため、 アク

アリストの方にはなじみ深いソフトコーラルでは

ないでしょうか。 今回、 黒潮生物研究所の近

隣の高知県大月町柏島で Briareum cylindrum 
samimi-Namin & Ofwegen, 2016 と思われる八

放サンゴ （図 1） を採集したため、ご紹介します。

図 1. 岩盤を覆う Briareum cf. cylindrum. 海流でポリプがたなびく姿が美しい .

　ウスカワヤギ属は群体がシート状で岩や死ん

だサンゴの骨格を覆って広がるソフトコーラルで

す。 共肉は表層と内層の二層に分かれ、 内層

は骨片が多数集合し髄部を形成しています。 こ

の髄部を形成することから、 明瞭な骨軸 （群体

の中央を貫く、 角質や方解石からなる軸） を形

成しないものの、 宝石サンゴなどを含むヤギ類

に近縁であると考えられています。

　今回採集したサンプルも群体が二層構造に

なっており、 群体表面は白色、 裏面は赤紫色に

なっています （図 2）。 骨片は莢 （ポリプ周縁の

共肉の突起） 上部では無色の扁平な桿 （かん）

状、 共肉表層では無色の紡錘状 ・ 円筒状 ・ 三

叉状、 共肉内層では赤紫色の紡錘状の骨片を

持ち、 融合することもあります （図 3, 4）。 大き

さは莢上部で0.20～0.32 mm、共肉表層で0.33
～ 0.63 mm、 共肉内層で 0.26 ～ 0.60 mm で、

多数の瘤状突起で覆われています。図 2. エタノール液浸標本 . 表層 (A) は白色 , 内層 (B) 
は赤紫色 . 緑色の矢印は莢を示す .
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　Briareum cylindrum の 種 小

名 で あ る 『cylindrum』 は 英

語の 『cylinder （円筒）』、 共

肉表層の円筒状の骨片から

つけられています。 本サンプ

ルも共肉表層に円筒状の骨

片を持ち、 その表面は多数の

瘤状突起で覆われること、 各

部位の骨片の色、 骨片の大

き さ な ど の 特 徴 は Briareum 
cylindrum と一致しますが、 本

サンプルでは莢が大きく突出

する （図 2） ことや、 莢上部

の桿状骨片の瘤状突起が大

きく発達すること （図 3A） が

Briareum cylindrum と 異 な る

ため、 Briareum cf. cylindrum
としました。

図 4. Briareum cf. cylindrum の
骨片顕微鏡写真 . A. 共肉表層 . 
B. 共肉内層 .

　以前、 実験用にウスカワヤギ属を飼育してい

たところ、 センジュミノウミウシ Phyllodesmium 
briareum (Bergh, 1896) ( 図 5) と思われるウミ

ウシが発生してしまい、 食べられてしまったこと

があります。 ポリプを食べつくし、 莢 （図 2, 緑
色矢印） の上でポリプとそっくりなミノ状突起や

触角を広げているウミウシを見逃していました。

　このセンジュミノウミウシを始めとした八放サン

ゴ類を宿主とするウミウシは、 その体を宿主の

ものと非常に良く似せ、 なかなか見分けがつか

ないものが多く、 非常に感心します。
図 5. 飼育していたウスカワヤギ属の群体から発見した
センジュミノウミウシ .

図 3. Briareum cf. cylindrum の骨片電子顕微鏡写真 . A. 莢上部 . B. 共肉表層 . C. 共肉内層 .
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サンゴの素敵なパートナー：ヒメサンゴガニ属   研究員　平林　勲

　サンゴの上にはとても多様なカニ類が暮らして

おり、 本誌ではこれまでキモガニとサンゴガニに

ついてその生態やサンゴとの関係性をご紹介し

てきました。

　今回はそんなサンゴに暮らすカニのなかから、

サンゴガニと非常によく似た生態を持つヒメサン

ゴガニの仲間について取り上げたいと思います。

　

　ヒメサンゴガニ属 Tetralia Dana, 1851 は全

10 の有効種からなり、 国内からはこれまでにヒ

ラテヒメサンゴガニ T. aurantistellata、 ナミダヒ

メサンゴガニ T. brengelae、 スジアシヒメサンゴ

ガニ T. brunalineata、 パウルソンサンゴガニ T. 
cinctipes、 ヒメサンゴガニ T. glaberrima、 クロ

エリサンゴガニ T. nigrolineata、 アカテヒメサン

ゴガニ T. rubridactyla の 7 種が報告されていま

す。

　

　本属のカニ類は通常、 ミドリイシ属のイシサン

ゴ類に棲み、 サンゴの枝間を生活や繁殖の場

として利用しています。 サンゴの枝の隙間は魚

類をはじめとした捕食者からのシェルターとして

も機能しているとされ、 同じミドリイシ属でもカニ

のサイズや種類によって好むサンゴが異なると

いったことも知られています。 成熟した個体は基

本的には雌雄のペアで生活し、 サンゴの粘液や

粘液に関連した （例えば粘液にからめとられた）

有機物を餌としていますが、 サンゴガニやキモ

ガニのようにサンゴの組織を摂餌することはあり

ません。

　体は小さく （甲長は 10 mm よりも小さい） 偏

平で甲は滑らか（図 1）、歩脚の先端（指節末端）

はやや馬蹄形で、 その周辺には様々な形をした

毛や棘、 棘の列などを備えています （図 2）。 こ

れらの形態的な特徴は 「サンゴの枝の間で暮ら

す」 ことに適応していると考えられており、 狭い

枝の隙間を素早く移動したり、 サンゴの粘液を

効率よく集めるために役立っているようです。

　また、 本属のカニ類は鉗脚 （はさみ脚） の大

きさが左右で異なっており、 大きな方の鉗脚の

外側 （前節基部外縁） には毛の密集した窪み

図 1. クシハダミドリイシ上にすむパウルソンサンゴガ
ニのペア . 大きな鉗脚には白い毛の密生した窪みが観察
される .

図 2. パウルソンサンゴガニの第 5 歩脚指節末端の顕微
鏡画像 . 先端が馬蹄形をしており , その基部周辺には棘
や刺毛が多数見られる .  

を備えていますが （図 1）、 この構造もまたサン

ゴの粘液を集めるのに用いられていると考えら

れています。 実際、 本属の１種が鉗脚でサンゴ

の表面を撫で、 密集した毛に集まった粘液を口

に運ぶといった行動も報告されています。

　ではサンゴにとって本属のカニ類とはどのよう

な存在なのでしょうか？

　本属のカニ類とサンゴとの関係についてはサン

ゴガニと同様にオニヒトデに対してカニ類が攻撃

行動を行うことや、 サンゴ上に降り積もった堆積

物を除去する行動、 またサンゴの骨格を変形さ

せてその中にカニ類が隠れ棲むことなど、 いくつ

か興味深い報告があります。

　なかでも、 堆積物の多い環境下においてサン
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ゴ上の堆積物をカニが除去するという行動は大

変興味深く、 Stewart ら （2006） によるフランス

領ポリネシアで行われた実験では、 堆積物の多

い環境下で試験的にカニ （ここで用いられた本

属のカニはクロエリサンゴガニ） を除去したミイ

ドリイシ属のサンゴでは 24 日後に 45 % ものサ

ンゴが斃死していたのに対し、 カニのいるサンゴ

では斃死したものはなかったとの結果が報告さ

れています。 さらにカニの棲むサンゴでは堆積

物に起因した部分的な白化もほとんどなく、 成

長率も高かったとの結果も得られています。

　一度定着した場所から基本的に動くことがなく、

また栄養の一部を体内に共生する褐虫藻に依

存しているサンゴにとって、 群体上への泥や砂

の堆積は代謝や成長において大きな影響を与え

ると考えられますが、 カニがサンゴを掃除し、 そ

の健康を維持するといった報告は、 まさにサン

ゴにとってカニが重要なパートナーであるという

ことを示唆しています。

　一方、 オニヒトデへの攻撃行動については、

本属のカニ類は体サイズが小さく、 攻撃も管足

をつねる程度にとどまることから巨大なオニヒト

デに対して大きなダメージを与えることはできな

いとされてます。 残念ながらヒトデによる捕食対

象のサンゴ選択においてサンゴガニのような強

力な効果は無いようです。

　さて、 ここまでご紹介してきたヒメサンゴガニ属

のカニ類ですが、 じつは四国沿岸においてどこ

にどのような種がいるのかという情報は限られて

います。

　今のところ、 筆者の個人的な観察を含めると

高知県沿岸ではナミダヒメサンゴガニ （図 3 A）、

パウルソンサンゴガニ（図 1）、ヒメサンゴガニ（図

3 B）、 クロエリサンゴガニ （図 3 C）、 アカテヒメ

サンゴガニ （図 3 D） の 5 種が観察できます。

　このうちナミダヒメサンゴガニは 2007 年に新種

として記載された種で、 国内からの記録は少な

く、 四国の沿岸から見つかったというきちんとし

た報告もなされていないようです。

　このようにヒメサンゴガニ属の国内における分

布情報はまだまだ不足しています。 本属のカニ

類は種によって特徴的な色彩を持つものが多く、

その生態や行動も魅力にあふれています。 もし

変わったカニを見つけた際には是非ご一報頂け

ますと幸いです。

図 3. 高知県沿岸で観察できるヒメサンゴガニ類 . A: ナミダヒメサンゴガニ , B: ヒメサンゴガニ , C: クロエリサン
ゴガニ , D: アカテヒメサンゴガニ . A および B は採集後に氷冷麻酔を行い , 生時の色彩を撮影した .
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なぜクラヤミモミジマトイなのか？ 研究員　伊勢　優史

　突然ですが、 皆さんは 「クラヤミモミジマトイ 
Sollasipelta subterranea」 という生物をご存知

ですか？仰々しく長い名前ですが、漢字では 「暗

闇紅葉纏」 と表記します。 漢字にすると余計に

ややこしく感じますね。 これだけでは何の生物か

わからないでしょうか。 2023 年に私が新種とし

て発表した海綿動物の一種です。 本稿では、 日

本どころか世界でも全く知られていないと言って

いい珍種の海綿クラヤミモミジマトイについて紹

介します。

【「暗闇」 モミジマトイ】

　まず、 クラヤミモミジマトイは、 どんなところ

に棲んでいるのでしょう？クラヤミモミジマトイは、

通常では我々が近づくことすらない海底洞窟の

中に棲んでいます （図 1）。 私は、 2014 年頃

から沖縄の海底洞窟調査に参加してきました。

海底洞窟というのは、 その名の通り、 海底にあ

る洞窟です。陸上の洞窟と同様に中は真っ暗で、

特に洞窟の奥の方は光が一切ない暗闇が広が

る世界です。

　一方、 陸上の洞窟と異なる点は、 洞窟内が海

水で満たされているため潜水器材無しでは息が

できません。 また、 海底洞窟での潜水調査では

緊急浮上しても洞窟の天井に阻まれますし、 洞

窟内は場所によっては迷路のように入り組んで

いるため、 地形をよく把握していないと迷って非

常に危険です。 こういった海底洞窟での調査で

は、 通常のスキューバダイングよりも一層の注

意が必要です。 私が海底洞窟で調査を行う時に

は、 メインの水中ライトとは別に予備の水中ライ

トを携帯し、 更には水中用のヘッドライトも使用

します。 また、 慣れない洞窟での調査時には、

洞窟の入り口から奥に向かってロープを張り、

迷わずに出口がわかるようにします。

　海底洞窟で見つかる生物は、 生態学的にも進

化学的にも非常に面白く、 琉球列島ではこれま

で様々な貝類や甲殻類が報告されてきました。

しかし、 海底洞窟内において最も多様性が高く

生物量が多いのが海綿動物です。 初めて宮古

諸島下地島の海底洞窟に潜った日のことを今で

も鮮明に覚えています。 洞窟の入り口をくぐって

暗闇の中を進み、 水中ライトを点灯した時のこと

です。 光に照らされた壁面が様々な色の夥しい

数のカイメンに覆われていました。 その量、 多

様性は圧倒的で、 十数回程度の潜水調査では

到底その全容を把握することはできません。 タ

ンクのエアーが続くのであれば、 ずっとそこにい

て調査を続けたいと思わせられる光景でした。

興奮した私は水の中で何度も叫び、 同行した先

輩方に 「うるさい」 と窘められたほどです。 その

海底洞窟調査において、当初からずっと気になっ

ていたカイメンがいました。 薄いクリーム色で小

さな塊状のカイメンです。私は、そのカイメンを “可

愛い ” と感じたのですが、 読者の皆さんはどのよ

うに感じられたでしょうか？このカイメンは後に新

種とわかり、 海底洞窟内の暗闇に棲むことから

和名の前半部分を 「クラヤミ」 と名付けました。

【クラヤミ 「紅葉纏」】

　では、 和名の後半部分の 「モミジマトイ」 と

は何でしょうか？これは、 このカイメンが体表に

もつ “ 骨片 ” という小さな骨の形にちなんでいま

す。 カイメンは英語では sponge。 スポンジとい

うとキッチン等で使うフワフワした物体をイメージ

しがちですが、 海綿動物の多くは骨片と呼ばれ

る小さな骨をもちます。 骨片には様々な形があ

り、 それらの形、 大きさ、 体の中での配置が海

綿動物の種を分ける上で大事な指標となります。

走査型電子顕微鏡を用いた観察から、 クラヤミ

モミジマトイの体表は、 “ 葉状偽三叉体 ” と呼ば

図 1. 海底洞窟の壁についているクラヤミモミジマトイ .
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れる特殊な骨片で覆われていることがわかりま

した （図 2）。 これは、それまで日本では見つかっ

ていなかった Sollasipelta 属と呼ばれるカイメン

の特徴の一つであることもわかりました。 そこで

私は、 葉状偽三叉体の形を紅葉に見立て、 紅

葉を体表に纏うという意味で、 Sollasipelta にモ

ミジマトイ属という和名を提唱しました。 沖縄の

海底洞窟からのクラヤミモミジマトイ Sollasipelta 
subterranea の発見は、新種の発見のみならず、

モミジマトイ属の日本列島からの初記録、 さらに

は属の上の階級である科としても日本初記録と

なりました。 ちなみに、 モミジマトイ属の上の階

級となる Neopeltidae 科には、 まだ正式な和名

が提唱されていません。 今後、 適切な機会に提

唱する予定です。 私は、 この新しい科名も見越

して “ モミジマトイ属 ” と名付けました。

【デスマ体】

　新種の海綿動物クラヤミモミジマトイの和名は、

その生息場所と体表の骨片の形に注目したもの

ですが、 このカイメンの真の面白さは、 その体

の中の骨格構造に秘められています。 クラヤミ

モミジマトイの体表は少し柔らかいものの、 体の

内部は非常に硬いのです。 この硬さは、 デスマ

体と呼ばれる骨片同士が三次元にガチガチに組

み合わさった構造に由来します。 デスマ体の連

結部分は人間が手と手を繋いだような形をして

いて、 電子顕微鏡で観察していると時間が経つ

のを忘れて見入ってしまいます （図 3）。 デスマ

体に由来するこの骨格構造は非常に堅固で、 ク

ラヤミモミジマトイが死んでも、 その骨格が海底

洞窟の壁面に残されたままになっています （図

4）。 デスマ体をもつカイメンは、 かつてはイシカ

イメン類と総称されていました。 イシカイメン類の

骨格は化石として残りやすく、 カンブリア紀中期

から記録があり、 三畳紀 （約 2 億 5 千万年前

〜約 2 億年前） 以降の系統が現生のイシカイメ

ン類と繋がりがあるようです。

　私のこれまでの予備的な調査から、 実は高知

県南西部がイシカイメン類の宝庫であることがわ

かりつつあります。 クラヤミモミジマトイとは別の

モミジマトイ属の一種も採集済みです。 順次発

表していく予定です！
図 2 クラヤミモミジマトイの体表に分布する骨片：
葉状偽三叉体 .

図 3 クラヤミモミジマトイの体内の骨格構造：複
数のデスマ体が組み合わさっている .

図 4 海底洞窟の壁に残ったクラヤミモミジマトイの骨
格 .
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水深 3000 m で魚釣りしてみた  客員研究員　平坂　寛

2024 年 3 月に新種として記載されたキホシサザレヒ
メコダイ . 沖縄島沖にて釣獲 .

　客員研究員の平坂です。 私はライター業を務

めるかたわら、 南西諸島をホームフィールドとし

て、 そこに暮らす深海魚の研究を行っています。

今年は皆様にご支援いただいたおかげでついに

新種発見の報を世に出すことができました。 こ

の場を借りてあらためて御礼を申し上げます。

そちらは最大で水深 1000 m までが漁場となり

ます。 もっとも、 オオサガ釣りほどの深場となれ

ばそれは非常に極端な例で、 遊漁者人口もか

なり限られるやや「エクストリーム」な釣りですが。

　なお僕の知る限り、 町の釣具屋さんで買える

ような釣り竿、 リール、 釣り糸を使用した普通の

「釣り」 で魚を釣り上げた世界最深記録はどうや

ら 2018 年 ・ 和歌山沖での 「水深 2000 m でモ

トソデアナゴを釣り上げた」というもののようです。

なお、 その記録を達成した偉大なる人物の名は

…… 「生物ライター ・ 平坂寛」。 はい、 私でご

ざいました。

　というわけですでに一定の成果を上げてはい

たのですが、 その記録をさらにさらに深く更新し

ようと思い立ったわけです。 まぁ、 こんな記録を

追いかけるのは僕くらいなものなので、 ただの

一人相撲なのですが ……。

2018 年に和歌山県沖の水深 2000 m より釣り上げた
モトソデアナゴ .

キンメダイも深海釣りの対象としてはメジャーどころ .

　ところが！実はこのところは日本本土の海で船

を出すことも増えてきています。 おやおや？たっ

たひとつ成果を上げたくらいで他海域に浮気？と

思われてしまうかもしれませんが ……。 いえい

え、 研究にまるで無関係な活動というわけでは

ないのです。 この試行が成功すれば、 採集スキ

ルはさらに向上、 調査対象となる黒潮のフィー

ルドも拡大していくことでしょう。

　…… そのプロジェクトとは、 駿河湾を舞台に

2500 m を超える水深に暮らす魚類を 「釣り」

で採集すること。 潜水艇や ROV、 深海延縄な

どの特殊かつあまりに高価な装備なしで、 どこ

まで深いところの魚を捕えることができるのか？

これは僕のライフワークとなりつつあるチャレン

ジなのです。

　ちなみに、 深海の魚を狙う遊漁文化自体は日

本各地に散見されます。 たとえば高知では水深

300 m 前後でアカムツ、 400 m 前後でキンメダ

イを対象とした釣りが盛んです。 商業的に確立

されている遊漁でもっとも深場を探る釣りは相模

灘におけるオオサガ ( 別名ベニアコウ ) 釣りで、
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　志を同じくする仲間を集め、 定めた目標は 「水

深 3000 m の魚を釣る」 こと。 前回の記録にプ

ラス 1000 m です。 ところが、 いざ挑戦してみる

と水深 2000 m とは比べ物にならないほどその

難易度は跳ね上がっていたのです。

　釣りなんて、 どれほど水深が深くなろうと基本

は同じものです。 エサがついた釣り針さえ用意

すれば、 あとはそれを水底に届けられるだけの

長さの糸とオモリがあればどうとでもなる。 そう

考えていました。 いや、 たしかにその理屈は間

違っていないのですが、 ものには限度というもの

がありました。

　まず水深 3000 m ともなると、 リールに巻く

べき糸の量は潮流による弛みを計算に入れて

4000 m といったところです。 が、 これだけの長

さの糸を巻くリールがない！あれこれ探してやっ

と見つけたのは、 漁業者が巨大なクロマグロを

一本釣りする際に用いる電動リールでした。 お

そらく、 現状では市場に出回るリールの中でもっ

とも糸巻量の大きな製品でしょう。

　…… もうすでに 「遊漁」 「普通の釣り」 から足

を踏み外しかけている感がありますが、 ちゃんと

一般向けの釣具店で購入したものなのでセーフ

でしょう。 ただし、 店員さんには 「一般のお客さ

んがこのリールを買うのは前代未聞。 マグロ漁

師しか買わない代物」 と驚かれてしまいました

が。

ランドセル大の電動リールを使用 . 力強い「鮪」の文字
が刻まれているが , おそらくマグロと名のつく魚を釣る
のに用いることは今後一切ないだろう .

　そして使用するオモリはなんと重さ 6kg の鉄筋

です。 うっかり足にでも落とせば骨折確実であろ

う代物。 このオモリをぶら下げるのですから、 必

然的に糸も竿もやはりクロマグロ用の太く強靭な

ものを揃えることとなります。

　…… という具合に道具立てからまず大変。 こ

こだけの話、 リールだけで四十万円以上、 糸だ

けで二十万円以上がかかってしまいました。 で

も！ ROV を購入することを考えればなんのこれ

しき、 まだまだ安い！

　…… もちろん、 ロマンと引き換えに生活はか

なり厳しくなりましたが。

　そして、 さらに大変なのが実際に船を出してか

らの作業です。 いったん仕掛けを沈めてしまう

と取り返しがつかないので、 釣り針は 10 本と多

めにセットしてそのすべてにサバの切り身を刺し

ます。 これを先述の 6 kg 鉄筋で沈めていくわけ

ですが ……。 このサイズのオモリとなると、 投

入時の勢いはもはや砲弾です。 凄まじい速度で

10 本の針が海面へと射出されていきます。 うっ

かり針先が手に食い込んだりすれば大怪我必

至。 二人がかりで慎重に投入していきます。

　あとは仕掛けがそこへ沈むのを待つだけなの

ですが …… 海底到着までにかかる時間は水深

2700 m のポイントで実に約 40 分！ 3000 m 地

点ではさらに長い時を要します。 さすがは東京

スカイツリー４本分以上の超ディープゾーン。 ア

クセスは容易ではありません。 しかし、 真に深

海の遠さを痛感するのは 「帰り道」 なのでした

……。

ダイナマイトではありません . 釣りのオモリ（束ねた鉄
筋）です .
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水深 3000 m の水圧を受け , とんでもない曲がり方を
する釣り竿 .

　釣りというのは糸電話のようなものです。 ピン

と張った釣り糸を伝って、 魚が餌に食いつく振動

や、 針にかかった魚が暴れる衝撃が海上の釣り

人へと届く ……。 しかし、 水深 2000 m を超え

てしまうと糸をを伝う振動は減衰し、 潮流による

ノイズが混じり、 魚からの反応はごくごくわずか

にしか感じ取れません。 …… たとえそれが全長

1 m を超える大型魚であったとしても。

　なので仕掛けを引き上げるタイミングは 「勘」

に頼る部分が大きく、 明瞭な引き込みがない場

合は 1 時間ほど仕掛けを流したところでリールを

巻いて仕掛けを回収する、という作戦をとります。

が、 ここからが長い長い！

　なんと！仕掛けを巻き上げるのに 4 時間以上

もかかるのです。 ゆえに一回の出船で仕掛けの

上げ下ろしをできるのはたったの一回きり！そ

う、 毎回わずか一投のためだけに沖縄から駿河

湾へ行っているんですよ。 何度も何度も。 そろ

そろトータルの旅費が命を削りかねない額になっ

てきています。

　さて、 巻き上げにやたらと時間がかかってしま

うのは、 単純に水深が大きい、 すなわち巻取り

の距離が長いというのも理由の一つです。 が、

それに加えて仕掛けと釣り糸に加わる水圧の巨

大さも影響しています。 深海へ垂らしているのは

細い細い化学繊維の糸ですが、 全長が 4000 m
ともなるとそこへぶつかる潮流の全抵抗は凄ま

じいものになるのです。 クロマグロを軽々と釣り

上げられる電動リールのモーターは唸りを上げ、

竿は根本から曲がります。 それでも市販品でど

うにかなるのですから、 日本製の釣具というの

はたいしたものです。

　…… と、 こんな異様な釣りをここ数ヶ月間で７

回にわたって繰り返してきました。 毎回、 往復

で最低 5000 m 以上 （最長では 8000 m 以上）

も仕掛けを上げ下ろししているわけですから、 そ

ろそろフルマラソンに匹敵する距離を駆け抜けた

ことになります。

　これだけやればそりゃ成果も出ます。 ではお待

ちかね！釣果の一部をご覧いただきましょう。 ま

ずはこちら！

見よ ! この現世ばなれした魚 !

　2000 m 以深を代表するの巨大魚、 アシロ科

に属すソコボウズです。 感動しました。 個人が

釣りで採集できるような魚ではないと思っていた

のですが ……。 できるものですね、 ソコボウズ

釣り。

　水深 2600 m から 3000 m まであちこちのポイ

ントで姿を見せてくれました。 深海魚といえば全

身が真っ黒だったり真っ赤だったりと、 闇に溶け

込む体色のものが多いのですが、 彼らは淡い褐

色で、 むしろ浅場の底生魚を思わせます。 また、

ギョロリと眼の大きな種が多い深海魚にあって、

やや退化的でつぶらな瞳が印象的です。 こうした

特徴は、 これほど深い場所になると視覚に頼らな

い生物も少なくないを示すものかもしれません。
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　はじめて本種が水面に浮かんだ瞬間は、 船上

が絶叫に近い感性に包まれたものです。

さらにこんな魚たちも ……。

　カナダダラにイバラヒゲです。 これらの種は水

深 1000m 台の水域にも出現するためソコボウ

ズよりは目にする機会の多い魚です。 しかし、

いずれも深海魚ならではの魅力を大いに備えた

素晴らしい魚たちであることは疑いようがありま

せん。

　計７回の挑戦をこなすのにかなりのお金と時間

を費やしたのは事実です。 しかし、 こうした魚た

ちと出会えるとその甲斐があったと心から思えま

した。 そして、 さらに奇妙な魚たちとの邂逅を求

めて、 今後も引き続き駿河湾でこの釣りを続け

ていく所存です。

　もちろん、 その過程で得た知見とスキルは黒

潮の海でも近々活かしてみようと企んでいます。

みなさまぜひ今後の報告を楽しみにお待ちくださ

い。

ソコボウズをこの手に抱ける日が来ようとは !

漆黒のボディが美しいカナダダラ。

イバラヒゲの多くは水圧差で眼が飛び出してしまいが
ち .
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　株式会社 ARK （東京都渋谷区） と公益財団法人黒潮生物研究所 （高知県幡多郡大月町） は、

黒潮流域に生息する海洋生物に関する共同研究契約を締結致しましたのでお知らせします。

　本共同研究によって得られた成果は、 黒潮が作り出す環境とそこにすむ生物との関わりを明らか

にすることに寄与し、 海洋における課題の解決と水産業の発展、 陸上養殖産業の更なる活性化を

目指して取り組んでまいります。

令和 6年度　大阪 ECO動物海洋専門学校－臨海実習 in 黒潮生物研究所－

　10 月 8 ～ 10 日に大阪 ECO 動物海洋専門

学校　海洋生物保護専攻の臨海実習を行いまし

た。 学生 16 名＋先生 1 名が来所しました。

　研究所に到着すると、 早々に海へ。 シュノー

ケリングをしながらのモニタリング方法を学びま

した。 2 日目は、 漁獲調査と魚類の種同定、 水

質測定実習と藻場についての座学がありまし

た。 3 日目は足摺海洋館 SATOUMI と足摺海

底館、 竜串ビジターセンターうみのわの見学、

カイメンの骨片観察、 最後には懇親会もあり、

とても盛りだくさんの 3 日間でした。

竜串リーフチェックを実施しました

　11 月 9 ～ 10 日に竜串リーフチェックを実施し、

今年は一般から 5 名の参加がありました。

　リーフチェックでは、 竜串湾のサンゴ群集が広

がる浅瀬で、 メジャーを引っ張り、 ライン上にあ

るサンゴや底質、 魚類、 無脊椎動物を調査しま

した。

　また、初日に戸篠祥主任研究員による講演 「足

摺宇和海国立公園でみられるクラゲたち」 があ

りました。 参加者は普段聴くことのできない話に

興味津々といった様子でした。

研究所についての説明を聴く学生たち .

講演する戸篠祥主任研究員 .


